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慈
円

「
日
吉
百
首
」
の
成
立
と
性
格

一

『
千
載
和
歌
集
』
は
、
文
治
四
年

（
一
一
八
八
）
四
月
に
い
ち
お
う
の
完
成

を
見
た
後
、
改
訂
を
経
て
同
八
月
頃
ま
で
に
最
終
的
に
奏
覧
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
替
ぇ
、
こ
の
勅
撰
集
に
慈
円
の
歌
は
九
首
入
集
し
て
い
る
。
そ
の
九
首
と
『拾

玉
集
』
所
収
歌
と
の
関
係
を
見
渡
す
と
、

「拾
玉
集
』
巻

一
の

「述
懐
百
首
」

「堀
河
題
百
首
」
か
ら
各

一
首

（
旧
国
歌
大
観
千
載
集
の
一
二
七
二
・
二
六
二
）、

同
じ
く
巻

一
の

「
日
吉
百
首
」
か
ら
四
首

（同
二
〇
九

・
五
三
二
。
一
〇

一
八

。
一
一
三
四
）
が
採
ら
れ
て
い
る
。
他
に

『拾
玉
集
』
に
収
め
な
い
も
の
が
二

首

（
三
一
八

。
一
三
二
二
）
、
「拾
玉
集
』
巻
四
に
見
い
出
せ
る
も
の
の
詠
作
事

情
が
全
く
判
ら
な
い
も
の
が

一
首

（
一
〇

一
七
）
有
る
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て

注
意
さ
れ
る
の
が
、
「日
吉
百
首
」
か
ら
の
四
首
と
い
う
数
で
あ
る
。
入
集
歌
の

う
ち
半
数
近
く
が
こ
の
百
首
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

『拾
玉
集
』
所
収
の
百
首
歌
の
う
ち

『
千
載
集
』
成
立
以
前
に
詠
ま
れ
た
こ

と
の
確
実
な
の
は
、
右
に
掲
げ
た

「述
懐
百
首
」
「堀
河
題
百
首
「
日
吉
百
首
」

の
ほ
か
、
文
治
三
年
十

一
月
二
十

一
日
の
日
付
を
持
つ

「結
題
百
首
」、
同
十

一

月
晦
日
の

「
厭
離
百
首
」
の
計
五
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
巻

一
に
収
め
ら

れ
て
い
る
が
、
巻

一
巻
頭
の

「初
学
百
首
」
や
、
「
日
吉
百
首
」
の
直
前

の
位

山

本

置
に
置
か
れ
て
い
る

「取
集
百
首
」
も
、
巻

一
の
百
首
歌
の
配
列
が
大
略
成
立

年
代
順
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
「千
載
集
』
以
前
の
作
と
見
な
さ
れ

¨
喝

以
上
の
七
種
の
百
首
歌
の
全
て
が
俊
成
の
撰
歌
資
料
に
な

っ
た
か
ど
う
か

は
疑
間
で
あ
る
し
、
勅
撰
集
の
選
歌
は
作
者
の
家
柄
へ
の
配
慮
な
ど
の
作
品
評

価
以
外
の
要
因
が
絡
ん
で
く
る
け
れ
ど
も
、
概
し
て
こ
の
頃
ま
で
の
慈
円
の
作

品
の
中
で
は
、
「
日
吉
百
首
」
が
俊
成
の
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
文
治
三
年
以
前
の
百
首
歌
の
中
に
在

っ
て

「日
吉
百
首
」
は
、

私
的
述
懐
歌
や
習
作
歌
の
域
を
多
少
と
も
超
え
る
性
格
を
持

っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
を
考
え
る
た
め
の
も
う
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
、
建
久
末
年
頃
成
立

の

『慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
（以
下

『自
歌
合
』
と
称
す
る
）

へ
の
撰
入
状
況
を

見
る
と

「
日
吉
百
首
」
の
九
首
撰
入
に
対
し
て
、
「述
懐
百
首
Ｌ
堀
河
題
百
首
」

は
各
二
首
、
「結
題
百
首
」
は

一
首
、
「厭
離
百
首
」
は
三
首
で
あ
り
、
や
は
り

文
治
三
年
以
前
の
百
首
歌
の
中
で
は

「
日
吉
百
首
」
が
群
を
抜
い
て
い
る

（
ち

な
み
に
、
文
治
四
年
の

「御
裳
濯
百
首
」
「早
卒
露
胆
百
首
」
は
そ
れ
ぞ
れ
十

一
首
と
九
首
、
建
久
元
年
の

「花
月
百
首
」
は
十
七
首
、
最
も
撰
入
数
が
多
い

の
は
建
久
末
年
頃
の

「
四
季
雑
各
二
十
首
百
首
」
で
三
十
首
で
あ
る
。
）
。

『自

歌
合
』
の
撰
歌
に
あ
た

っ
た
の
は
、
承
久
二
年

（
一
三
二
〇
）
に
書
き
加
え
ら



れ
た
跛
文
に
よ
れ
ば
良
経
で
あ

っ
た
。
『千
載
集
』
に
採
ら
れ
た
四
首

は
全
て

『自
歌
合
』
に
も
入
っ
て
お
り
、
俊
成
の
評
価
が
良
経
に
影
響
し
た
こ
と

は
当

然
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
慈
円
の
作
品
に
よ
く
槻
し
ん
で
い
た
良
経

が
、
文
治
三
年
以
前
の
も
の
の
中
で

「
日
吉
百
首
」
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い

る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
「日
吉
百
首
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を

「述
懐
百
首
」

な
ど
初
期
の
作
品
と

一
括
し
て
考
え
る
よ
り
も
、
文
治
期
後
半
の
活
発
な
作
歌

期
へ
の
転
換
点
に
位
置
づ
け
、
そ
の
成
立
時
期
も
文
治
三
年
に
近
い
方

へ
引
き

下
げ
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
的
な
見
通
し
が
生
ま
れ
る
。
以

下
で
は
、
こ
の
見
通
し
を
検
証
し
つ
つ
、
「日
吉
百
首
」
の
成
立
と
性
格

に
つ

い
て
知
り
得
る
事
柄
を
整
理
し
て
み
た
い
。

二

「
日
吉
百
首
」
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、名
称
が
示
唆

す
る
日
吉
社
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
百
首
の
末
尾
に
は
跛
文
の
類
は
無
く
、

百
首
の
外
の
一
首
、

う
た
か
た
の
は
か
な
く
む
す
ふ
山
河
を
神
の
心
に
ま
か
せ
つ
る
か
な

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
「う
た
か
た
の
は
か
な
く
む
す
ぶ
」
が
こ
の
百
首
歌

の

詠
作
を
指
し
、
「神
の
心
に
ま
か
せ
つ
る
」
は
百
首
を
神
に
捧
げ
る
意
思
を
表

わ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
こ
の
歌
は
、
「日
吉
百
首
」

が
日

吉
社
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
こ
の
点
は
簡
単
に
は
言
え
な
い
。
『自
歌
合
』
大
比
叡
七
番
左
に
、
「日

吉
百
首
」
か
ら
採
ら
れ
た

照
る
月
の
光
と
と
も
に
な
か
れ
来
て
音
さ
へ
す
め
る
山
河
の
水

が
入

っ
て
い
る
が
、
「自
歌
合
」
の
詞
書
に

「大
宮
の
橋
殿
に
て
月
を
見
て
」
と

有
り
、
こ
の
歌
が
日
吉
社
大
官
で
の
当
座
詠
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
日
吉
百
首
」
の
全
部
が
日
吉
社
の
社
前
で
詠
作
さ
れ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い

に
し
て
も
、
日
吉
社
で
詠
ま
れ
た
作
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、

詞
書
の
中
に
こ
の
歌
が
奉
納
百
首
の
う
ち
の
一
首
で
あ
る
と
は
記
し
て
い
な
い

点
が
、
「自
歌
合
』
そ
の
も
の
が
日
吉
社
と
縁
が
深
い
だ
け
に
か
え

っ
て
気

に

な
る
。
ま
た
、
建
暦
三
年

（
一
二
一
一こ

春
、
慈
円
が
日
吉
社
に
奉
納
し
た
百

首
歌
の
跛
に
は
、
「
い
ま
だ
ひ
え
に
百
首
な
ど
よ
み
て
奉
る
事
の
な
か
り
け
れ

ば
に
や
」
と
あ

っ
て
、
こ
れ
以
前
に
別
の
百
首
を
奉
納
し
た
こ
と
は
な
い
と
す

る
よ
う
で
あ
る
。
し
て
み
る
と

「
日
吉
百
首
」
は
、
慈
円
の
内
面
的
意
識
に
お

い
て
は
日
吉
の
神
に
棒
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
も
、
実
際
の
形
式
に
お
い
て

は
、
た
と
え
ば

「清
書
等
納
神
殿
者
也
」
翁
自
歌
合
』
承
久
三
年
跛
に
、
建
保

。
承
久
期
の
奉
納
百
首
に
つ
い
て
述
べ
た
言
葉
）
と
い
っ
た
正
式
の
奉
納
の
形

を
と
ら
な
か
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

成
立
事
情
に
つ
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
右
の
程
度
ま
で
し
か
明
ら
か
に
し
得

謙
羹
委
ぽ
予
鷺
綺
範
肛
雉

そ
れ
以
上
に
狭
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

筑
土
鈴
寛
著

『
慈
円

ｏ
国
家
と
歴
史
及
文
学
』
（昭
和
１７
年
、
三
省
堂
）
の
詳

細
な

「年
代
記
」
に
は
、
元
暦
元
年

（
一
一
八
四
）
の
項
の
終
り
に

「
こ
の
年

日
吉
百
首
を
詠
じ
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
同

書
付
載
の
年
譜
の
同
じ
年
の
項
に
は

「
日
吉
百
首
は
こ
の
年
の
作
か
」
と
推
測

の
形
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
俊
成
に
勅
撰
集
撰
進
の
院
宣
の
下

っ
た
の
は
前
年

寿
永
二
年
で
あ
り
、
ま
た
元
暦
二
年
十
二
月
に
は
慈
円
の
歌
合
が
俊
成
の
許
に

送
ら
れ
て
い
る

（『
玉
葉
』
十
二
月
二
十
八
日
条
）
。
こ
れ
ら
の
事
実
と

「
日
吉

百
首
」
の

『
千
載
集
』
入
集
と
を
考
え
併
わ
せ
て
の
推
定
で
あ

っ
た
か
も
し
れ



な
い
が
、
た
だ
ち
に
は
従
い
難
い
。

む
し
ろ
成
立
年
時
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
「日
吉
百
首
」
の
歌
題
構
成

が
、
『拾
玉
集
』
で
こ
の
直
後
に
置
か
れ
て
い
る

「御
裳
濯
百
首
」
の
歌
題
構

成
と
全
く
同

一
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
青
蓮
院
本

『
拾
玉
集
』
目
録
も
、

「御
裳
濯
百
首
」
の
項
に

「題
同
日
吉
」
と
注
記
し
て
こ
の
事
実
を
指
摘

し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
春
二
十
首

・
夏
十
首

。
秋
二
十
首

。
恋
十
首

。
述
懐
五
首

。
無
常
五
首

。
雑
二
十
首
の
構
成
で
あ
る
。

「御
裳
濯
百
首
」
は
、
跛
が
示
す
よ
う
に
西
行
の
勧
進
に
応
じ
て
文
治

四
年

秋
頃
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の

（
年
鋳
は
、
他
の
歌
人
た
ち
が
西
行
の
勧
進
に

応
じ
た
時
点
か
ら
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
ふ
つ
う

「
二
見
浦
百
首
」
と
呼
ば
れ

る
西
行
勧
進
太
神
宮
奉
納
百
首
を
定
家
が
詠
ん
だ
の
は
、
『拾
遺
愚
草
』

の
注

記
に
よ
れ
ば
文
治
二
年
で
あ
る
。
ま
た

『
千
載
集
』
所
収
の
家
隆
と
寂
蓮
の
歌

の
中
に
、
西
行
勧
進
百
首
の
作
で
あ
る
と
詞
書
す
る
も
の
が
有
り
、
こ
の
ふ
た

り
も
遅
く
と
も
文
治
三
年
中
に
は
詠
作
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
し
た
が

っ
て

勧
進
そ
の
も
の
は
文
治
二
年
頃
に
行
な
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
折
の
百
首

歌
で
完
全
な
形
で
伝
わ
る
の
は
、
「拾
遺
愚
草
』
所
収
の
定
家
の
も
の
と
『拾
玉

集
』
所
収
の
慈
円
の
も
の
だ
け
で
あ
る
が
、
定
家
の
百
首
は
、
雑
二
十
首
の
内

を
い
く
つ
か
の
歌
題
に
分
け
て
い
る
も
の
の
全
体
の
構
成
は
慈
円
の
も
の
と
同

一
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
春

・
秋

・
雑
各
二
十
首
、
冬

・
夏

・
恋
各
十
首
、
述
懐

。
無
常
各
五
首
の
構
成
は
、
文
治
二
年
の
時
点
で
西
行
が
提
示
し
た
も
の
で
あ

Ｚω
。西

行
勧
進
百
首
と
慈
円
の

「
日
吉
百
首
」
の
い
ず
れ
か
が
相
手
の
題
構
成
を

踏
襲
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が

「
日
吉
百
首
」
の
成
立
年
時
に
関
わ

っ
て

く
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
題
構
成
は
、
た
と
え
ば
結
題
百
題
と
い

っ
た
凝

っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
雑
歌
と
別
に
述
懐
と
無
常
を
立
て
、
そ
の
分

恋
の
歌
数
を
減
ら
し
て
い
る
所
に
特
徴
が
有
り
、
慈
円
と
西
行
が
偶
然
に
同
じ

も
の
を
作

っ
た
と
は
や
は
り
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
西
行
自
身
に
と

っ
て
宗
教

的
行
為
と
し
て
も
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
太
神
宮
奉
納
百
首

に
際
し
て
、
他
人
が
す
で
に
他
の
社
と
関
わ
り
深
い
場
で
詠
じ
た
題
構
成
を
再

利
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
高
い
と
は
い
え
な
い
。
慈
円
が
西
行
勧
進
百
首
の

影
響
下
に

「
日
吉
百
首
」
を
詠
ん
だ
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え

る
な
ら
ば
、
「日
吉
百
首
」
の
成
立
時
期
は
、
西
行
の
百
首
勧
進
以
降
、
「千
載

集
』
以
前
、
す
な
わ
ち
文
治
二
年

（
一
一
八
六
）
か
ら
文
治
三
年
と
い
う
範
囲

に
は
ぼ
限
定
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
時
は
、
前
節
終
り
に
述
べ
た
仮
説

と
矛
盾
し
な
い
。

と
は
い
え
、
い
ま
の
と
こ
ろ

「
日
吉
百
首
」

「御
裳
濯
百
首
」
の
二
度
の
百

首
と
西
行
勧
進
と
の
具
体
的
関
連
が
明
瞭
に
想
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

こ
で
次
に
は
、
文
治
二
・
三
年
の
慈
円
の
動
向
と
の
関
連
か
ら
、
右
の
推
測
の

妥
当
性
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

三

西
行
は
文
治
二
年
の
秋
、
鎌
倉
を
経
て
奥
州
の
旅
に
出
る
の
で
、
都
の
歌
鉢
）

た
ち
に
奉
納
百
首
を
勧
め
た
の
は
文
治
二
年
の
前
半
の
こ
と
と
見
ら
れ
て
い
る
。

『
玉
葉
』
に
よ
れ
ば
、
慈
円
は
こ
の
年
の
一
月
二
十
三
日
に
下
山
し
て
白

川

の
房
に
入
り
、
そ
の
後
こ
こ
に
住
し
て
い
た
が
、
四
月
九
日
の
条
に

「法
印
所

労
大
事
之
由
、
例
遣
人
尋
子
細
」
と
在

っ
て
、
慈
円
が
病
気
で
あ

っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
五
月
二
十
日
、
六
月

一
日
の
記
事
で
も
回
復
し
て
お
ら
ず
、
「雖
不

及
忽
大
事
、
病
極
重
云
々
」
盆
ハ
月

一
日
条
）
と
い
う
状
態
で
、
た
だ

ち
に
生

命
の
危
険
は
な
い
ま
で
も
か
な
り
の
重
病
で
あ

っ
た
。
『自
歌
合
』
小
比
叡
十

三
番
左
、
「病
に
わ
つ
ら
ひ
け
る
比
」
の
詞
書
の
有
る
、



た
の
み
こ
し
わ
か
古
寺
の
苔
の
下
に
い
つ
し
か
朽
ち
ん
名
こ
そ
お
し
け
れ

は
、
こ
の
頃
の
作
か
と
推
測
さ
れ
る
。

七
月
六
日
に
な

っ
て
慈
円
が
兼
実
を
訪
間
し
て
お
り
、
三
か
月
に
わ
た
っ
た

病
が
よ
う
や
く
癒
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
前
後
に
源
義
行

（義
経
）

が
比
叡
国
の

「
悪
僧
」
に
か
く
ま
わ
れ
た
と
い
う
風
聞
が
流
れ
、
慈
円
は
こ
の

件
に
つ
い
て
の
情
報
を
兼
実
に
報
告
し
て
い
る

（『
玉
葉
』
七
月
三
十
日
、
闇
七

月
二
日
、
同
九
日
、
同
十
二
日
の
各
条
）
。
つ
い
で
八
月
十
五
日
、
慈
円

は
平

等
院
執
印
と
な
り
、
ま
た
兼
実
の
長
男
良
通
の
内
大
臣
昇
進
に
と
も
な
う
不
動

法
の
修
法

（十
月
二
十

一
日
よ
り
十

一
月
二
日
）
に
従
う
な
ど
、
大
病
後
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
忙
で
あ

っ
た
。

慈
円
と
西
行
と
の
交
渉
を
直
接
に
夢
け
資
料
は
、
文
治
五
年
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る

『拾
玉
集
』
巻
四
所
収
の
贈
答
歌
と
、
『自
歌
合
』
所
収
の
年
時

不
明

の
贈
答
歌
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ら
か
ら
か
な
り
の
親
密
さ
が
窺
い
得
る
も
の
の
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
二
人
の
交
渉
が
始

っ
て
い
た
か
は
明
確
に
で
き
な
い
。
た
だ
文

治
二
年
に
す
で
に
親
交
が
有

っ
た
と
し
て
特
に
不
自
然
な
点
は
な
く
、
太
神
宮

奉
納
百
首
の
勧
進
も
定
家

。
家
隆
ら
よ
り
遅
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
し
か
し
こ
の
時
の
慈
円
は
、
病
臥
中
か
ま
た
は
病
後
の
体
で
義
経
問
題

に
兼
実
と
と
も
に
対
処
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
百
首
歌
の
詠
作
は
か
な
り
難
し

い
状
態
に
あ

っ
た
。
慈
円
の
詠
作
が
他
の
作
者
よ
り
遅
れ
た
ひ
と
つ
の
原
因
は
、

こ
の
年
の
彼
の
状
況
に
在

っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
が
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
翌
三
年
に
な

っ
て
も
太
神
宮
奉
納
百
首
は

詠
作
さ
れ
な
い
。

三
年
二
月
二
十
六
日
の

『
玉
葉
』
に
は

「山
法
師
被
来
、
限
百
日
参
籠
日
吉

夢
禦
卸瀦
銚
註
魔
ド
刺
獅
許
魏
獅
鶴
ぱ
¨

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
日
か
ら
参
籠
が
始
ま
っ
た
と
も
読
め
る
が
、

四
月
二
十
三
日
条
に

「今
日
、
法
印
出
自
御
社
被
来
」
と
在
り
、
こ
の
日
に
参

籠
が
終
結
し
て
い
る
の
で
、
期
間
百
日
と
し
て
逆
算
す
れ
ば
開
始
は

一
月
上
旬

と
な
る
。
お
そ
ら
く
二
月
十
六
日
の
記
事
は
、
や
む
を
得
ぬ
用
件
で
兼
実
を
訪

う
た
が
、
参
籠
を
中
断
し
な
い
よ
う
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
山
し
た
と
い
う
意
で

あ
ろ
う
。
「
玉
葉
』
や

『
門
葉
記
』
門
主
街
ド
に
よ
れ
ば
、
参
籠
中
の
〓
一月

〓
一

十
日
か
ら
、
日
吉
社
大
宮
の
彼
岸
所
で
後
白
河
法
皇
の
た
め
薬
師
法
を
修
し
て

い
る
。

同
年
七
月
三
十
五
日
、
兼
実
の
男
子
の
ひ
と
り
が
慈
円
の
も
と
に
預
け
ら
れ
、

十

一
月
二
十
七
日
に
出
家
、
同
二
十
九
日
登
山
受
戒
す
る
。
ま
た
八
月
二
十

一

日
、
兼
実
は
氏
長
者
と
し
て
平
等
院
に
詣
で
、
慈
円
は
長
吏
と
し
て
準
備
に
あ

た
る
。
こ
う
し
た
形
で
、
九
条
家
を
支
え
る
兼
実

。
慈
円
の
協
力
体
制
が
強
化

さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
中
で
十

一
月
二
十

一
日

「結
題
百
首
」、
同
三
十
日
「厭

離
百
首
」
が
相
つ
い
で
詠
ま
れ
る
。
ふ
た
つ
の
百
首
は
性
格
も
異
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
問
題
を
含
む
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
時
期
の
慈
円
の
作
歌
意
欲
の
高
ま
り

に
注
目
し
た
い
。
こ
の
意
欲
は
、
翌
文
治
四
年
に
も
引
き
続
い
て
発
展
し
て
い

く
性
質
の
も
の
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
二
月
十
九
日
の
良
通
の
急
死
が
九
条

家
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
慈
円
の
作
歌
活
動
も
こ
こ
で
一
時
停
止
す
る
。
四

年
秋
に
な

っ
て
作
歌
が
再
開
さ
れ
、
よ
う
や
く
西
行
の
勧
め
に
応
し
た

「御
裳

濯
百
首
」
が
詠
ま
れ
る
と
と
も
に
、
十
二
月
に
は
定
家
に
あ
て
た

「早
率
露
胆

百
首
」
も
成
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
概
観
す
る
と
、
文
治
二
年
の
事
情
と
四
年
春
の
変
事
と
を
考
慮

に
入
れ
て
も
、
二
年
に
行
な
わ
れ
た
西
行
の
勧
進
と
四
年
秋
の
詠
作
と
の
ず
れ

の
期
間
の
う
ち
で
、
な
お
二
年
後
半
か
ら
三
年
前
半
に
か
け
て
の
時
期
に
空
白

が
有
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
憶
測
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
、

「御
裳



濯
百
首
」
の
い
わ
ば
準
備
段
階
と
し
て

「
日
吉
百
首
」
が
詠
ま
れ
た
と
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
こ
の
時
期
に
属
す
る
文
治
三
年
の
春
、

前
述
の
よ
う
に
慈
円
は
日
吉
社
に
参
籠
し
て
お
り
、

「
日
吉
百
首
」
中
の

「
照

る
月
の
」
の
一
首
が
詠
ま
れ
た
日
吉
社
大
宮
に
居
た
と
い
う
記
録
も
有
る
の
で

あ
る
。

慈
円
が
西
行
の
勧
進
に
た
だ
ち
に
応
じ
な
か
っ
た
理
由
に
は
、
病
気
等
の
支

障
の
他
に
、
山
間
の
僧
と
し
て
、
日
吉
社
を
さ
し
お
い
て
太
神
官
に
百
首
歌
を

降
鰤
け
』
韓
投

企 へ
¨
」
ゅ
嚇
、
い
妨

末 っ
韓
け
陽
』
詢
ど
は
柵
』
姜
経
開
辞
囃
畔

た
こ
と
に
見
ら
れ
る
、
和
歌
活
動
と
日
吉
社
と
を
結
び
つ
け
る
姿
勢
に
照
ら
し

て
も
、
慈
円
の
こ
の
よ
う
な
た
め
ら
い
は
容
易
に
想
定
で
き
る
。
し
か
し
文
治

年
の
後
半
、
定
家

・
寂
蓮

。
家
隆
ら
が
次
つ
ぎ
に
太
神
官
奉
納
百
首
を
詠
作
し

二
て
い
く
状
況
に
は
、
や
は
り
慈
円
も
作
歌
意
欲
を
刺
激
さ
れ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
欲
が
、
文
治
三
年
春
の
日
吉
社
参
籠
の
折
、
西

行
勧
進
の
題
を
用
い
て
の
百
首
歌
詠
作
と
な

っ
て
表
わ
れ
出
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
試
み
に
よ
っ
て
歌
作
へ
の
自
信
を
深
め
、
ま
た
百
首
を
心
情
的
に
日
吉
社

に
捧
げ
た
こ
と
で
た
め
ら
い
か
ら
も
い
ち
お
う
解
放
さ
れ
て
、
慈
円
は
よ
う
や

く
太
神
宮
奉
納
百
首
の
詠
作
に
向

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
完
成
が
翌
年
秋
に

ま
で
遅
れ
た
の
は
、
良
通
の
急
死
の
影
響
と
し
て
理
解
し
得
る
。

さ
て
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
想
定
が

「
日
吉
百
首
」
の
作
品

内
容
と
ど
の
程
度
ま
で
照
応
す
る
か
で
あ
る
。
表
現
の
性
格
に
つ
い
て
は
次
項

以
下
に
触
れ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
百
首
中
の
時
代
状
況
に
関
わ
る
よ
う
な

内
容
の
歌
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
た
と
え
ば
、

か
く
は
か

（り“
■
世
に
た
け
き
も
の
の
ふ
の
な
く
さ
む
程
の
こ
と
の
は
も

か
な

（
四
八
一
）

は
、
『古
今
集
』
仮
名
序
の

「
た
け
き
も
の
の
ふ
の
心
を
も
な
ぐ
さ
む
る
は
歌

な
り
」
に
拠
り
つ
つ
、
武
士
勢
力
に
動
か
さ
れ
て
い
く
時
代
状
況
へ
の
不
安
を

詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は

一
見
、
源
平
争
乱
期
の
作
と
も
見
ら
れ
得
る
。

し
か
し
、
争
乱
収
束
後
の
文
治
元
年
十
二
月
十
九
日
の
地
震
含
方
丈
記
』
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
前
年
七
月
の
大
地
震
の
余
震
の
ひ
と
つ
）
に
際
し
て
、
兼
実
は

こ
れ
が

「武
士
諸
国
押
領
之
徴
」
に
は
か
な
ら
な
い
と

『
玉
葉
』
に
記
し
て
い

る
。
あ
る
い
は
文
治
三
年
二
月
四
日
の
院
宣
に
応
じ
た
左
大
臣
経
宗
の
意
見
書

は
、
「武
士
濫
行
事
、
委
注
申
之
」
と
い
う
も
の
で
、
兼
実
は
こ
れ
に
つ
い
て
、

「萬
人
憚
而
不
申
之
、
元
老
之
臣
、
猶
可
謂
直
者
歎
」と
感
じ
入

っ
て
い
る
合
玉

葉
』
四
月
二
十
四
日
）。
都
の
貴
族
た
ち
に
と

っ
て
、
コ
」
の
世
に
た
け
き
も
の

の
ふ
」
の
時
代
は
、
争
乱
収
東
後
に
お
と
ず
れ
た
鎌
倉
政
権
の
確
立
に
よ
っ
て
、

よ
り
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

右
の
歌
の
直
前
、
雑
部
の
第

一
首
に
あ
た
る

た
ち
そ
め
し
八
雲
の
色
や
い
か
な
ら
む
心
に
し
め
ぬ
人
の
な
き
哉

（雑

。

四
八
〇
）

も
同
じ
く

「
仮
名
序
」
に
拠
る
が
、
こ
こ
に
は
む
し
ろ
和
歌
の
あ
ま
ね
き
力
に

つ
い
て
の
楽
天
的
な
見
方
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
西
行
勧
進
百
首
に
関
わ
る
と

ま
で
は
限
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
争
乱
収
東
後
、
文
治
期
に
お
け
る
和
歌
復

興
の
気
運
と
対
応
す
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。

百
首
の
最
後
、

お
ほ
け
な
く
う
き
世
の
た
み
に
お
ほ
ふ
か
な
わ
か
た
つ
柚
に
す
み
そ
め
の

袖

（雑

・
四
九
九
）

に
表
明
さ
れ
た

「憂
き
世
の
民
」
へ
の
想
い
も
、
兼
実
と
の
協
力
体
制
を
固
め

て
王
法

・
仏
法
協
調
の
政
治
を
目
指
し
て
い
た
文
治
二
年
以
降
の
慈
円
に
、
お

そ
ら
く
は
想
応
し
い
で
あ
ろ
う
。



右
の
三
首
は
も
ち
ろ
ん
い
ず
れ
も
決
定
的
に

「
日
吉
百
首
」
の
成
立
時
期
を

示
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
西
行
の
奉
納
百
首
勧
進
よ
り
後
に
詠
ま
れ
た

作
と
し
て
も
矛
盾
は
生
じ
な
い
と
言
え
よ
う
。

四

次
に
、
成
立
事
情

。
成
立
時
期
の
問
題
と
関
連
し
て
、
「日
吉
百
首
」

の
表

現
の
性
格
と
、
そ
こ
か
ら
窺
わ
れ
る
慈
円
の
作
歌
に
対
す
る
姿
勢
と
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
た
い
。

「
日
吉
百
首
」
の
各
歌
に
つ
い
て
典
拠
歌

・
影
響
歌
を
調
査
し
て
い
く
と
、
慈

酬
衆
れ
に
熱

代 ヵ、
韓
］

つ 意
】

て（的
は
一
歌

。
先
行
歌
の
摂
取
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

ゆ
ふ
ま
く
れ
き
し
た
つ
さ
は
に
ゑ
く
つ
め
は
春
の
あ
は
れ
に
袖
そ
ぬ
れ
ぬ

る

（春

。
四
〇
一〇

君
か
た
め
山
田
の
さ
は
に
ゑ
く
つ
む
と
ぬ
れ
に
し
袖
は
今
も
か
は
か
す

（後
撰

・
春
上

。
三
七

・
読
み
入
し
ら
ず
）

山
の
は
は
あ
ま
の
川
せ
の
し
ま
な
れ
や
月
の
み
ふ
ね
の
こ
き
か
く
れ
ぬ
る

（秋

。
四
四
〇
）

そ
ら
の
海
に
雲
の
浪
た
ち
月
の
舟
星
の
林
に
こ
き
か
く
る
見
ゆ

（拾
遺

・

雑
上

。
四
八
八

。
人
ま
ろ
）

の
よ
う
に
、
三
代
集
歌
の
表
現

・
用
語
を
採
り
入
れ
た
も
の
や
、

花
の
色
を
こ
む
と
も
な
に
か
う
ら
み
ま
し
風
を
へ
た
つ
る
霞
な
り
せ
は

（春

茜

一
四
）

花
の
色
は
霞
に
こ
め
て
み
せ
す
と
も
か
を
た
に
ぬ
す
め
春
の
山
か
せ

（古

今

・
春
下

。
九

一
。
良
琴
宗
貞
）

さ
ら
ぬ
た
に
心
ほ
そ
き
を
さ
さ
か
に
の
軒
に
い
と
ひ
く
ゆ
ふ
暮
の
空

（雑

・
四
九
〇
）

た
え
は
つ
る
物
と
は
見
つ
ヽ
さ
ゝ
か
に
の
い
と
を
た
の
め
る
心
は
そ
さ
よ

（後
撰

・
恋

一
・
五
七
〇

・
読
人
し
ら
す
）

山
里
は
春
こ
そ
人
も
ま
た
れ
け
れ
梅
の
た
ち
え
に
や
と
を
ま
か
せ
て

（春

・
四
〇
八
）

わ
か
や
と
の
梅
の
た
ち
え
や
見
え
つ
ら
ん
思
ひ
の
外
に
君
か
き
ま
せ
る

（拾
遺

。
春

。
一
五

・
平
兼
盛
）

電
雑
動
媚
忘
請
■
揚
髪
譲
「るもの著

し
も
か
す
む
を
と
は
山
哉

あ
つ
ま
よ
り
日
を
か
そ
へ
て
や
春
は
こ
し
け
さ

（春

。
四
〇
〇
）

が
、
「後
拾
遺
集
』
春
上
の
、

あ
つ
ま
ち
は
な
こ
そ
の
せ
き
の
あ
る
も
の
を
い
か
て
か
春
の
こ
え
て
き
つ

ら
ん

（後
拾
遺

・
春
上

。
三

・
源
師
賢
）

あ
ふ
さ
か
の
関
を
や
春
も
越
つ
ら
ん
音
羽
の
山
の
け
さ
は
か
す
め
る

（後

拾
遺

・
春
上

・
四

・
源
俊
綱
）

夏
部
第

一
首
の
、

か
ら
着
想
を
得
て
お
り
、

さ
く
ら
色
の
衣
を
た
た
は
ぬ
き
か
へ
し
山
郭
公
な
き
て
と
か
め
よ

（春

・

四
二
〇
）

が
、
『後
拾
遺
』
夏
の
巻
頭
歌
、

し
衣
を
ぬ
き
か
へ
て
山
ほ
と
と
き
す
今
日
よ
り
そ
待

さ
く
ら
い
ろ
に
そ
め

（後
拾
遺

。
夏

。
一
六
五
・
和
泉
式
部
）

を
踏
ま
え
る
な
ど
、
か
な
り
顕
著
な
摂
取
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
．線
”

注
意
さ
れ
る
の
は
、
藤
原
備
抑
が
第
七
番
目
の
勅
撰
集
と
な
る
こ
と
を
期
し

て
編
ん
だ
と
さ
れ
る

『読
詞
花
集
』
に
つ
い
て
、



ゆ
ふ
さ
れ
は
そ
と
も
に
た
て
る
な
ら
の
木
の
う
れ
ふ
く
風
も
空
や
す
す
し

き

（夏

。
四
三
八
）

我
や
と
の
そ
と
も
に
た
て
る
な
ら
の
は
の
し
け
み
に
す
ゝ
む
夏
は
き
に
け

り

（続
詞
花

。
夏

。
恵
慶
）

ゆ
ふ
ま
く
れ
な
に
は
わ
た
り
を
行
雁
や
あ
し
て
の
う
へ
に
か
け
る
玉
つ
さ

（秋

・
四
三
四
）

ゆ
ふ
さ
れ
に
な
に
は
わ
た
り
を
み
わ
た
せ
は
た
ヽ
う
す
墨
の
あ
し
て
な
り

け
り

（続
詞
花

。
旅

・
行
尊
）

の
二
例
の
摂
取
例
を
認
め
得
る
こ
と
で
　

＾
あ
銘
「
『堀
河
院
百
首
』
『久
安
百
首
』

咆

　

　

　

　

一
カヽ 俊

な

（雑

。
四
八
八
）

な
か
め
や
る
心
の
は
て
そ
な
か
り
け
る
あ
か
し
の
を
き
に
す
め
る
月
影

（林
葉
集

。
四
八
五
）

わ
か
こ
ゝ
ろ
つ
き
は
て
ね
と
や
い
は
り
さ
す
を
は
つ
せ
山
の
い
り
あ
ひ
の

そ
ら

（雑

・
四
九

一
）

心
な
き
こ
ゝ
ろ
も
な
を
そ
つ
き
は
つ
る
つ
き
さ
へ
す
め
る
す
み
よ
し
の
は

ま

（長
秋
詠
草

。
二
四
八
、
住
吉
社
歌
合
）

霞
し
く
ま
つ
ら
の
お
き
に
こ
き
い
て
て
も
ろ
こ
し
ま
て
の
春
を
見
る
哉

（春

。
四
〇
三
）

け
ふ
と
い
へ
は
も
ろ
こ
し
ま
て
も
ゆ
く
は
る
を
み
や
こ
に
の
み
と
思
け
る

か
な

（長
秋
詠
草

・
四
八
三
、
治
承
二
年
兼
実
家
百
首

・
立
春
）

神
か
き
や
ね
か
ひ
を
み
つ
の
は
ま
風
に
心
す
す
し
き
し
て
の
を
と
哉

（雑

。
四
九
八
）

二
年
隷
き
麹
”
諄

。 っ
¨
癖

。 に
俊（し
識
「
を
た
れ
ま
す
七
の
お
ほ
む
神

（治
承

秋
と
の
み
な
か
め
し
夜
は
の
月
影
は
心
の
空
に
す
み
け
る
物
を

（雑

。
四

九
四
）

や
み
は
れ
て
心
の
そ
ら
に
す
む
月
は
に
し
の
山
へ
や
ち
か
く
な
る
ら
ん

（山
家
集

・
八
七
六
）

世
の
中
を
思
も
い
れ
ぬ
人
に
さ
へ
心
を
つ
く
る
あ
き
の
や
ま
里

（秋

・
四

八
八
）

を
し
な
へ
て
物
を
お
も
は
ぬ
人
に
さ
へ
心
を
つ
く
る
秋
の
は
つ
風

（西
行

上
人
集

。
一
六
七
）

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
兼
実
家
百
首
の
歌
を
学
ん
だ
二
首
の
う
ち

「神
が

き
や
」
は

『
千
載
集
』
に
、

「霞
し
く
」
は

『自
歌
合
』
に
入
集
し
て
お
り
、

先
輩
歌
人
の
作
の
摂
取
が
成
功
し
た
例
と
言
え
よ
う
か
。

以
上
見
て
き
た
所
か
ら
、
「
日
吉
百
首
」
を
詠
ん
だ
頃
の
慈
円
が
、
勅
撰
集

を
は
じ
め
と
し
て

『
兼
実
家
百
首
』
や
私
家
集
ま
た
は
個
人
の
詠
草
に
い
た
る

か
な
り
多
様
な
歌
書
類
を
、
相
当
熱
心
に
参
看
し
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
九
条
家
と
和
歌
と
の
縁
の
深
さ
は
、
慈
円
が
こ
れ
ら
の
歌
書
を
容

易
に
日
に
し
得
る
条
件
を
作

っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
「日
吉
百
首
」

に
先
立
つ

「堀
河
題
百
首
」
に
お
い
て
も
勅
撰
集
や

『月
詣
集
』

『堀
河
院
百

首
』
の
摂
取
は
指
摘
し
得
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
見
る
時
こ
れ
ほ
ど
日
立
つ

も
の
で
は
な
い
。

お
そ
ら
く
こ
の
現
象
は
、
「日
吉
百
首
」
の
時
期
の
慈
円
が
、
古
歌

や
先
輩

歌
人
の
歌
を
学
び
、
他
の
歌
人
た
ち
と
比
肩
し
得
る
歌
を
詠
も
う
と
す
る
意
欲

に
燃
え
て
い
た
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
歌
人
と
し
て
の
自
己
形
成

へ
の
意
欲
と
言

っ
て
も
よ
い
。
す
く
な
く
と
も
、
こ
れ
は
単
な
る
私
的
な
感
情



吐
露
と
い
っ
た
動
機
で
詠
ま
れ
た
百
首
で
は
な
い
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
前

項
で
推
測
し
た
よ
う
に
、
西
行
の
勧
進
に
他
の
歌
人
た
ち
が
応
じ
て
い
く
状
況

に
刺
激
さ
れ
て
の
詠
作
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
従
来
の
作
品
を
積
極
的
に
摂
取

し
よ
う
と
す
る
慈
円
の
態
度
も
、
自
然
な
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

五

最
後
に
、
文
治
二
・
三
年
の
頃
に
お
け
る
和
歌
界
の
新
し
い
動
き
の
反
映
を

「
日
吉
百
首
」
に
認
め
得
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
と
く
に
定
家
と
の
関
連
を

中
心
に
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
感
覚
的
事
象

（音

。

色

ｏ
香
な
ど
）
の
把
握
に
特
色
を
示
す
歌
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、

ほ
と
と
き
す
き
な
か
ぬ
お
り
も
橘
の
槍
に
こ
ゑ
は
あ
る
心
ち
し
て

（夏

・

四
三
二
）

は
、
『後
拾
遺
集
』
夏
部
の
大
弐
三
位
の
歌

「
ま
た
ぬ
よ
も
待
夜
も
き
き

つ
時

鳥
花
橘
の
匂
ふ
あ
た
り
は
」
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
不
在
の
時
鳥

の
声
を
橘
の
香
か
ら
幻
想
す
る
と
い
う
着
想
に
特
色
が
有
る
。
そ
こ
に
は
俊
成

の
、

過
ぎ
ぬ
る
か
夜
は
の
ね
ざ
め
の
郭
公
こ
ゑ
は
枕
に
あ
る
こ
こ
ち
し
て

（治

承
三
年
兼
実
家
歌
合
）

の
影
響
も
有

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
定
家
の
、

あ
貯
』

・ 草

一 ヵ、
摯
一

。 の
秦
脚
［
〕
動

・ に
麟
枢
¨
御
「
る
ほ
と
ヽ
き
す
哉

（拾

と
の
趣
向
の
類
似
が
注
目
さ
れ
る
。
久
保
田
淳
氏
は
、
定
家
の
こ
の
歌
を

「眼

前
の
景
に
は
無
い
も
の
、
乃
至
は
眼
前
の
景
と
は
異
な

っ
た
も
の
を
心
象
の
世

界
に
描
い
て
、
そ
れ
に
陶
酔
し
よ
う
と
す
る
鍮
馘

」
を
示
す
作
の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
た
。
こ
の
評
は
或
る
程
度
ま
で
慈
円
歌
に
も
あ
て
は
ま
る
し
、
す
く
な

く
と
も

「
嗅
覚
か
ら
聴
覚
が
連
想
さ
れ
る
と
い
う
、　
一
種
の
錯
角
の
世
界
只
久

保
田
氏
）
へ
の
着
限
と
い
う
点
は
、
両
首
に
共
通
し
て
い
る
。
歌
そ
の
も
の
か

ら
は
先
後
関
係
を
確
定
し
難
い
が
、
本
稿
の
立
場
か
ら
は
、　
コ
一見
浦
百
首
」

（西
行
勧
進
百
首
）
の
定
家
歌
が
慈
円
の
着
想
の
契
機
と
な

っ
た
可
能
性
を
考

え
た
い
所
で
あ
る
。

ゆ
ふ
さ
れ
は
そ
と
も
に
た
て
る
な
ら
の
木
の
う
れ
ふ
く
風
も
空
や
す
す
し

き
（春

。
四
二
八
）

は
、
前
述
の
よ
う
に

『続
詞
花
集
』
の

「
我
や
と
の
そ
と
も
に
た
て
る
な
ら
の

は
の
し
け
み
に
す
ゝ
む
夏
は
き
に
け
り
」
を
摂
取
し
て
い
る
が
、
高
木
の
檎
に

吹
く
風
の
涼
し
さ
を
想
像
に
よ
っ
て
感
覚
す
る
所
に
新
し
さ
を
見
せ
る
。
定
家

に
は
、つ

ゝ
き
た
つ
せ
み
の
も
ろ
声
は
る
か
に
て
檎
も
見
え
ぬ
な
ら
の
し
た
か
け

（拾
遺
愚
草

。
一
二
九

・
二
見
浦
百
首

。
文
治
二
年
）

の
作
が
有
る
。
赤
羽
淑
氏
は
、
こ
の
定
家
歌
に

「
可
視
的
な
も
の
を
否
定
す
る

は
崚
秤
な
書
は
明
摯
「
々
詢
獅
辞
『

ら ヵ、
か
一
哺
称
『
縁
畔
〔
睡
』
［
“
”
［
”

屈
折
し
た
表
現
法
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
感
覚
を
想
像
力
と
結
び
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て

「檜
の
檎
」
と
い
う
素
材
を
作
品
化
し
て
い
る
点
は
同
じ
で
あ
り
、

影
響
関
係
を
考
え
得
る
。

小
萩
は
ら
う
へ
に
は
露
の
玉
ち
り
て
し
た
に
は
む
し
の
声
み
た
る
な
り

（秋

。
四
三
二
）

は
、
『金
葉
集
』
の
行
尊
の
作

「小
萩
原
匂
ふ
さ
か
り
は
白
露
の
色
々
に
こ
そ

み
え
渡
り
け
れ
」
な
ど
が
発
想
の
源
に
在

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、露
の
光
（視



覚
）
と
虫
の
声

（聴
覚
）
と
を
上
下
の
二
層
と
し
て
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し
い

興
趣
を
求
め
て
い
る
。
定
家
は
似
た
題
材
で
、

た
つ
ぬ
れ
は
花
の
つ
ゆ
の
み
こ
ほ
れ
つ
ゝ
野
風
に
た
く
ふ
松
虫
の
声

（拾

遺
愚
草

。
二
三
〇

・
皇
后
官
大
輔
百
首

。
文
治
三
年
春
）

崚輸「ない』い、「いれ』』「『知かす「（「歌っゎ曜『注ヵ、』琳痢酸「て

風
か
は
る
を
ち
の
山
地
の
梅
花
い
ろ
に
み
す
る
は
谷
の
し
た
水

（拾
遺
愚

草

。
一
〇
七

・
二
見
浦
百
首

。
文
治
二
年
）

五
月
雨
の
く
も
の
あ
な
た
を
ゆ
く
月
の
哀
の
こ
せ
と
か
は
る
橘

（拾
遺
愚

草

。
一
二
五
・
二
見
浦
百
首
）

な
ど
が
、
二
層
か
ら
な
る
景
物
把
握
と
い
う
点
で
慈
円
歌
に
つ
な
が
る
も
の
を

持

っ
て
い
る
。
た
だ
慈
円
歌
は
、
定
家
の
歌
よ
り
ず

っ
と
単
純
明
快
で
、

「
う

へ
ｏ
し
た
」
の
二
層
構
造
を
前
面
に
出
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。

『自
歌
合
』
撰
入
歌
の
、

て
る
月
の
光
と
と
も
に
な
か
れ
き
て
を
と
さ
へ
す
め
る
山
川
の
み
つ

（秋

。
四
三
九
）

で
は
、
流
れ
下
る
谷
川
の
水
音
と
月
光
の
き
ら
め
き
、
視
覚
と
聴
覚
と
が
交
響

す
る
情
景
を
新
鮮
に
捉
え
て
お
り
、
俊
成
の
判
詞
も

「
ひ
か
り
と
と
も
に
な
か

れ
き
て
を
と
さ
へ
す
め
る
と
侍
、
山
川
の
け
し
き
、猶
か
ぎ
り
な
く
や
侍
ら
ん
」

と
評
価
し
て
い
る
。
定
家
に
は
、

松
風
の
ひ
ヽ
き
も
色
も
ひ
と
つ
に
て
み
と
り
に
お
つ
る
た
に
か
は
の
水

（拾
遺
愚
草

・
三
三
四
・
閑
居
百
首

。
文
治
三
年
冬
）

が
有
る
。
よ
り
精
緻
な
景
物
の
響
き
合
い
を
狙

っ
て
い
る
が
、
発
想
の
型
や
句

法
は
慈
円
歌
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
定
家
歌
の
詠
作
時
期
か
ら

見
て
、
慈
円
か
ら
定
家
へ
と
い
う
方
向
の
影
響
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

文
治
期
の
定
家
の
歌
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
赤
羽
淑
氏
、
久
保
田
淳
氏
ら
の

先
学
に
よ
り
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
慈
円
と
定
家
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
「
日
吉
百
首
」
が
、
コ
一見
浦
百
首
」
以
下
の
文
治
期
の
定
家
の
百
首

歌
に
先
行
す
る
と
い
う
前
提
の
下
に
考
察
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

文
治
二
、
三
年
の
間
に

「
日
吉
百
首
」
と
定
家
の

「
二
見
浦
百
首
」

「皇
后
宮

大
輔
百
首
」
「閑
居
百
首
」
が
相
前
後
し
て
成
立
し
、
こ
れ
ら
の
百
首
に
見

ら

れ
る
二
人
の
歌
人
の
共
通
性
は
、
相
互
影
響
あ
る
い
は
同
時
代
性
の
現
わ
れ
で

あ

っ
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
方
が
、
「
日
吉
百
首
」
が
和
歌
界

の

状
況
か
ら
何
か
孤
立
し
て
成
立
し
た
と
見
る
よ
り
自
然
で
も
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
点
は
、
文
治
期
の
新
風
和
歌
と
慈
円
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
を
さ
ら
に

究
明
す
る
と
い
う
課
題
に
結
び
つ
い
て
く
る
。

本
稿
は
仮
説
と
状
況
証
拠
と
を
列
挙
し
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
が
、

「
日
吉
百

首
」
の
成
立
時
期
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
問
題
提
起
と
は
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

文
治
期
の
慈
円
の
作
品
の
展
開
を
見
わ
た
す
中
で
、
こ
の
想
定
を
さ
ら
に
吟
味

す
る
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（１
）

谷
山
茂
氏

『千
載
和
歌
集
の
研
究
』
（昭
和
３６
年
、
私
家
版
。谷
山
茂
著
作
集
第

三
巻
に
収
録
。）、
久
保
田
淳
氏
・
松
野
陽
一
氏
校
注

『千
載
和
歌
集
』

（昭
和
４４
年

９
月
、
笠
間
書
院
〉
解
説
。

（２
）

久
保
田
淳
氏

『新
古
今
歌
人
の
研
究
』
（昭
和
４８
年
３
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）

五
四
三
頁
。

（３
）

「述
懐
百
首
」
を
生
ん
だ
無
動
寺
千
日
入
堂
の
年
時
に
つ
い
て
は
、鈴
木
正
道
氏

「慈
円
の
『述
懐
』
歌
と
そ
の
背
景
」
（山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
。
第
十

四
号
、
昭
和
５４
年
１２
月
）
の
考
証
が
詳
し
い
。

（４
）

久
保
田
氏
、
前
掲

『新
古
今
歌
人
の
研
究
』
五
七
二
頁
。

（５
）

久
保
田
氏
、
前
掲
書
、
五
五
八
・
九
頁
。
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（６
）

松
野
陽

一
氏

『藤
原
俊
成
の
研
究
』
（昭
和
４８
年
３
月
、
笠
間
書
院
）
七
二
九
頁
。

（７
）

多
賀
宗
隼
氏

『
玉
葉
索
引
』

（昭
和
４９
年
３
月
、
吉
川
弘
文
館
）
で
は
慈
円
の

項
に
採
っ
て
あ
る
。

（８
）

「大
日
本
史
料

。
第
五
編
の
一
画
所
収
。

（９
）

拙
稿

「文
治
五
年
の
慈
円
の
和
歌
活
動
」
（大
阪
大
学
文
学
会

「待
兼
山
論
叢
」、

昭
和
５７
年
１２
月
）

（１０
）

慈
円
歌
の
引
用
と
歌
番
号
は
多
賀
宗
隼
氏
編

『校
本
拾
玉
集
』

（昭
和
４６
年
３

月
、
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
。

（■
）

三
代
集
の
引
用
は
、
西
沢
経
一
氏

・
滝
沢
貞
夫
氏
編

『古
今
集
校
本
』
所
収
貞

応
二
年
本
、
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
編

『後
撰
和
歌
集
総
索
引
』
所
収
天
福

本
、
片
桐
洋

一
氏

『拾
遺
和
歌
集
の
研
究
』
所
収
天
福
本
に
よ
る
。

（・２
）

「後
拾
遺
集
』
本
文
は
、
増
田
繁
夫
氏
ほ
か
編

『後
拾
遺
和
歌
集
総
索
引
』
に
よ

Ｚ
り
。

（・３
）

「後
拾
遺
集
』
『金
葉
集

（二
奏
本
と

『
詞
花
集
』
か
ら
の
摂
取
例
を
あ
げ
て
お

心
な
き
人
に
み
せ
は
や
霞
し
く
た
か
つ
の
み
や
の
春
の
あ
け
ほ
の
（春
。
四
〇
四
）

心
あ
ら
ん
人
に
見
せ
は
や
津
の
国
の
な
に
は
わ
た
り
の
春
の
気
色
を

（後
拾
遺
。

春
上
。
四
三
・
能
因
）

か
へ
る
か
り
雲
井
は
る
か
に
な
り
ぬ
れ
と
霞
に
の
こ
る
つ
る
の
も
ろ
声

（春
・
四

一
五
）

帰
か
り
雲
井
は
る
か
に
成
ぬ
な
り
又
こ
ん
秋
も
遠
し
と
思
ふ
に

（後
拾
遺
・
春
上

。
六
八
・
赤
染
衛
門
）

か
け
う
つ
す
や
な
き
の
い
と
を
た
よ
り
に
て
波
の
あ
や
を
る
た
つ
た
河
哉

（春
・

四
〇
九
）

風
ふ
け
は
な
み
の
あ
や
を
る
池
水
に
糸
ひ
き
そ
ふ
る
岸
の
あ
を
柳

（金
葉
・
春

。

二
六
・
源
雅
兼
）

よ
し
の
山
も
と
す
む
人
に
た
つ
ぬ
れ
は
ね
た
く
も
花
の
あ
る
し
か
は
な
る

（春
・

四
一
一
）

昔
見
し
あ
る
し
顔
に
も
梅
か
え
の
花
た
に
わ
れ
に
物
か
た
り
せ
よ

（金
葉
。
雑
下

・
六
四
二
・
藤
原
基
俊
）

神
無
月
し
く
れ
は
過
ぬ
竹
の
は
に
は
け
し
き
を
と
や
霰
な
る
ら
ん
（冬

。
四
五
四
）

た
け
の
葉
に
あ
ら
れ
ふ
る
な
り
さ
ら
さ
ら
に
一
人
は
ぬ
へ
き
心
ち
こ
そ
せ
ね

（詞

花

。
恋
下
。
二
五
三
・
和
泉
式
部
）

夕
ま
く
れ
た
た
ひ
と
り
ゐ
て
な
か
む
れ
は
あ
は
れ
す
き
た
る
庭
の
ま
つ
か
せ

（雑

。
四
八
九
）

ひ
と
り
ゐ
て
な
か
む
る
や
と
の
お
き
の
は
に
風
こ
そ
わ
た
れ
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

（詞

花
。
秋
。
一
〇
五
）

（・４
）

『続
詞
花
集
』
は
、
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
五
輯

『中
古
和
歌
集
』
所
収
の
も

の

に
よ
る
。

（・５
）

例
を
掲
げ
て
お
く
。

さ
た
め
な
く
ゆ
き
か
へ
る
に
そ
し
ら
れ
ぬ
る
い
つ
く
も
お
な
し
か
り
の
や
と
と
は

（春
。
四
一
六
）

い
か
な
れ
は
く
さ
の
ま
く
ら
に
ゆ
き
か
へ
る
か
り
の
や
と
に
も
と
ま
る
こ
こ
ろ
を

（堀
河
院
百
首
。
帰
雁

・
藤
原
仲
実
）

お
も
ひ
ね
の
夢
は
は
か
な
き
物
な
れ
と
見
つ
る
な
こ
り
は
う
れ
し
か
り
け
り

（雑

。
四
六
四
）

ね
覚
つ
ヽ
こ
は
い
か
に
し
て
嬉
し
き
そ
夢
は
は
か
な
き
物
と
し
る
し
る

（堀
河
院

百
首
・
夢
・
源
顕
仲
）

時
雨
を
も
こ
の
は
と
の
み
や
お
も
は
ま
し
槙
の
い
た
屋
の
ま
は
ら
な
ら
す
は

（冬

・
四
五
一
）

ま
は
ら
な
る
槙
の
板
や
に
音
は
し
て
も
ら
ぬ
時
雨
は
木
の
葉
な
り
け
り

（久
安
百

首

・
俊
成
）

や
と
も
な
し
今
朝
わ
ひ
し
ら
に
こ
え
き
つ
る
あ
ら
ち
の
山
の
雪
の
ゆ
ふ
暮

（冬

・

四
五
〇
）

跡
た
え
て
あ
ら
ち
の
山
の
雪
こ
え
に
そ
り
の
つ
な
て
を
引
そ
煩
ふ

（久
安
百
首
・

親
隆
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

世
の
中
に
草
の
い
は
り
は
お
ほ
か
れ
と
露
の
う
き
身
そ
を
き
所
な
き

（述
懐

・
四

七
〇
）

た
れ
も
み
な
露
の
身
そ
か
し
と
思
ふ
に
も
心
と
ま
り
し
草
の
庵
か
な

（月
詣
集
九

・
実
国
）
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こ
ろ
も
う
つ
き
ぬ
た
の
を
と
の
身
に
し
み
て
あ
は
れ
も
よ
は
も
ふ
か
く
な
る
哉

（秋

・
四
四
五
）

降
雪
も
哀
も
と
も
に
つ
も
る
哉
冬
深
く
な
る
み
山
辺
の
さ
と
（月
詣
集
十
。
実
遅
〉

（・６
）

私
家
集
の
引
用
は

『私
家
集
大
成
』
に
よ
る
。

（・７
）

底
本
、
第

一
句

「ゆ
ふ
お
き
に
」
と
し
、
「
お
」
の
左
傍
に

「な
獄
」
と
注
記
ｏ

（・８
）

『新
続
古
今
和
歌
集
』
に
よ
る
。

（・９
）

定
家
歌
の
引
用
は
、
赤
羽
淑
氏

『藤
原
定
家
全
歌
集
』
に
よ
る
。

（２０
）

久
保
田
氏
、
前
掲

『新
古
今
歌
人
の
研
究
』
五
六
三
頁
。

（２．
）

赤
羽
氏

「文
治
期
に
お
け
る
定
家
の
作
風
」

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

国
文
科
紀
要

。
第
五
号
、
昭
和
４７
年
３
月
）

（２２
）

赤
羽
氏
、
前
掲
論
文
。




